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	  今、政治がおかしい
　　　官僚もどっちを見て仕事をしているのか


　　六月一五日未明、「組織的犯罪処罰法改正案」、通称「共謀罪法案」が自民、公明、日本維新の会の賛成で成立しました。「二人羽織」と言われ金田法務大臣が何も説明できないままに、です。
　　安倍総理の「お友達」が経営する加計学園や、明恵夫人が「名誉校長」を務めた森友学園の疑惑も解明されていません。
「総理のご意向」文書等についても出所不明の「怪文書」と言ったり、「確認できない」として一切認めようとしません。「確認できない」は「確認したくない」ということです。
国会会期末ぎりぎりになって一部の文書の存在を認めたものの、内容については認めようとしませんでした。

大臣、内閣官房副長官等の政治家や官僚が一体となって隠蔽工作をしているといえます。国民の知る権利や国家財政、行政の公平性よりも総理を守ることを最優先していると言われても仕方ありません。
今から六年前、東日本大震災が起こり、多くの方が犠牲になりました。併せて福島第一原発が津波の被害にあい、大量の放射性物質が飛散したことにより、十一市町村が「避難指示区域」とされ、八万一千人の住民が避難しました。それ以外の地域でも約三万人が「自主避難」を余儀なくされました。
今年の春、「自主避難者」への住宅提供や家賃補助が打ち切られました。また、除染が進んだとして浪江町、飯館村、川俣町、富岡町で避難指示が解除されました。「帰宅困難区域」を除いて除染が完了したとして、帰宅が促されています。その基準は「放射線被ばくが年間二〇ミリシーベルト以下」等です。この原子力災害対策本部の基準には続きがあり「一ミリシーベルト以下を目指す」となっています。これが普通の生活レベルといえます。
「自主避難」者の五四％が「戻らない」「戻れない」と回答しています。「不安で戻れない」わけです。
政府は「国民の安全や安心」よりも、何が何でも「原発事故は収束した」という状況を作りたいのだ、としか思えません。

そして突然の憲法改「正」提案です。

こうした無理が通る背景には、国会で議席の三分の二を占める与党勢力の数の力があるからです。ここを変えていかなければ「平和で安心して暮らせる社会の実現」はありません。
安倍一強体制を変えていくために、野党共闘の一層の発展を望みます。
　　　　（会長　大久保光夫）

　県退職者いちょう会第二六回定期総会が、五月三一日に横浜・波止場会館において、会員・来賓など三〇名の参加を得て開催されました。
　総会の冒頭、この一年間に亡くなられた会員の皆様のご冥福を祈り黙とうを捧げたのち、大久保会長の挨拶、米倉自治労県職労委員長、相馬自治労県本部退職者会事務局長等の来賓挨拶と続き、議事に入りました。
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　議事では、二〇一六年度活動報告、二〇一七年度活動の進め方等、全ての議案を承認、可決しました。

役員改選では澤木さんが退任し、後任の会計には常任幹事の滝沢さん、新常任幹事に小嶋さんを選出しました。
　総会の後は全員で歌体操
　総会に続いて、会員で「歌体操」の創作者である福留スミ子さんから「私たちの筋肉が危ない！」と題して講演をいただき、全員で歌体操を実践しました。
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　恒例の懇親会へ
　総会、講演会の後は、日本大通り駅近くの「さくら水産」へ移動し、会員同士交流を深めました。
　議案の承認、採決の状況　
　第一号議案（活動報告）

　　　　全員の拍手で承認

　第二号議案（決算・監査報告）

　　　　全員の拍手で承認
　第三号議案（活動の進め方）

　　　　全員の拍手で承認

　第四号議案（予算）

　　　　全員の拍手で承認
　第五号議案（役員選任）

　　　　全員の拍手で承認

意見と答弁　
Ｍ会員

　規約第一三条に「専門部」とあるが今何かあるのか。作る場合の手続きはどうか。勉強会的なものがあっても良い。
　答弁
　現在「専門部」は無い。規約に具体的な定めがないので常任幹事会で決め、結果を総会に報告することになる。ご意見は常任幹事会に報告し、検討したい。
　
　二〇一七～二〇一八年度役員
　　会　長　　　大久保光夫
　　会長代行　　海上龍晃

　　副会長　　　永井碩夫
　　　　　　　　米倉尚人

　　事務局長　　松島靖宏
　　事務局次長　和田聡子

　　会　計　　　滝沢　章
　　常任幹事　　石橋　健
　　　　　　　　金子照雄
　　　　　　　　大野和二
　　　　　　　　田中重幸
　　　　　　　　山崎公江
　　　　　　　　小嶋昌光

　　会計監査　　熊谷一男

　　　　　　　　保坂由文

　　顧　問　　　谷口照子

　　　　　　　　北詰隆美

　　　　　　　　澤木紀一郎
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大人の遠足
ＪＦＥスチール工場見学
　　　　　　　　　　　　　四月一八日
　ＪＲ川崎駅からＪＦＥのバスに乗り、水江地区から海底トンネルを通って「扇島」の製鉄所に入りました。
　アメニティホールで施設の説明を受けた後、いよいよ現場へ。原料ヤードや高炉の外観を見学し「厚板圧延」行程に行くと、真っ赤に焼けたでっかい豆腐のような塊がローラーの上を行ったり来たりする間に厚板圧延機により長方形の塊に変化していく様は圧巻でした。Ｉさん「高炉の巨大設備には驚きでした」。
　一八名が参加しました。
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潮干狩り＆ＢＢＱ
　　　　　　　　　　　　五月二七日
　毎年恒例のいちょう会と自治労県職労共催の「潮干狩りとバーベキュー」が横浜市金沢区の海の公園で開催されました。
　当日は「大潮」と好条件だったため多くの市民が集まり、アサリの数より人の数の方が多いのではないかと思われるほどでした。
　ＢＢＱの方は、塩焼きそば、焼き鳥、アスパラのベーコン巻き、焼き肉、イカ焼き等、覚えきれないほど豊富でした。
　いちょう会は家族を含め二〇名が参加しました。
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　　いちょう歌壇

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　滝沢　章

プレ金の賑はひあらむ野毛に来て昔なつかし看板に入る
丁合の手もとの狂ひ正しつつゴム輪掛ければひとつのかたち
なまなまし食み跡のこる牛小屋に未ださ迷う牛魂かなし
ぼんやりと意識の底に浮かびくるシュウカツという旗の立て方
ゴロゴロとローラーの上渡りゆく圧延の鉄紅蓮のごとし

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(ぶんめい),土屋文明)の詠みし海原吾知らずあふぎと呼びし島のはだかる

浜のみちトンネルつくる関山のぼた雪のごとふりそそぐ紅
木陰より鴟梟のごとき視線浴ぶシュプレシコールの吾の隊列
いちやう葉を分けて放ちし鏑矢の突き刺さる塔やがて崩れむ

リズム良し声に合はせし吾が口もこゑ出すほどに滑らなりけり
汗を入れ息をととのふ会館の「長時の占拠禁ず」のロビー
　　ゴルフコンペ
　いちょう会　第三〇回ゴルフ大会は五月十一日大秦野カントリークラブで開催されました。
　参加者　十一名

　
　優　勝　神本　隆さん

　準優勝　杉山貞夫さん
三　位　中村　章さん
　第一回常任幹事会
　　　六月二八日
　①総会でのＭ会員の発言に関わって次のとおり整理しました。
「専門部」は例えば厚生部など常任幹事会の分掌業務に応じた組織です。勉強会や趣味の会は「ゴルフコンペ」のように自主的な会として支援します。
　②年間の主な行事について確認しました。
　③今総会で退任した澤木さんを、永年の貢献と引き続く協力を期待して顧問に委嘱しました。
前号ニュース以降の集会等への参加状況

○さよなら原発全国集会
　三月二〇日　代々木公演
　　　　　　　　　　七名参加
○かながわシニア集会
　三月二二日　ワークピア
　　　　　　　　　　三名参加
○大人の遠足・ＪＦＥスチール
　四月一八日　　　一八名参加

○神奈川県中央メーデー
　四月二九日　　臨港パーク

　　　　　　　　　　八名参加

〇平和憲法を守る全国集会

　五月三日　東京有明防災公園

　　　　　　　　　　六名参加

〇共謀罪法案廃案連続行動
　五月一六日　日比谷野音
　　　　　　　　　　三名参加
　五月一七日　議員会館前
　　　　　　　　　　三名参加
五月一九日　　　　六名参加

　五月二三日　　　　三名参加

　六月一三日　　　　四名参加
　六月一五日　　　　四名参加

〇自治退関東甲地連学習会

　五月一八～一九日　埼玉県

　　　　　　　　　　二名参加

〇止めよう辺野古埋め立て
　国会大包囲集会
　六月一〇日　議員会館前
　　　　　　　　　　二名参加

〇県本部女性連絡会施設見学
　六月二七日　国立西洋美術館
　　　　　　　　　　二名参加

〇自治退関東甲地連総会

　六月二八日　千葉市

一名参加

訃　報

　　ご冥福をお祈りいたします

　伊藤信明さん

　　　　大場順一さん
　　　　長島　清さん

　　　　林　　救さん

　　　　春田一夫さん

　　　　久松宜雄さん

「銀杏」　原稿募集中
　「近況」「旅行」「短歌」「川柳」等を「銀杏」紙面の一～四ページ程度にまとめてお送りください。
　原稿をメールでお送りいただけると助かります。
・メールのアドレスはいちょう会ニュースの表題部にあります。
・郵送の宛先も表題部を参照してください。
・原稿締切は十二月十五日
    　　県退職者いちょう会第二六回定期総会


　　　　　　　　澤木さんが退任し、新常任幹事に小嶋さんを選出








